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2　  INNERVISION (36・5) 2021

　心筋のストレインは心筋の伸び縮みを
定量的に評価した心筋機能指標であり，
さまざまな心疾患における臨床的な有用
性が報告されている。一般的には，心臓
超音波を用いたスペックルトラッキング法
が心筋ストレイン評価には広く使用されて
いるが，近年ではMRIでも評価できるよ
うになっている。特に，シネMRIを用い
たfeature tracking法は，追加のMR画
像解析を必要としないため，日常臨床で
も使用しやすい。本稿では，心臓MRIを

用いたfeature tracking法による心筋スト
レイン解析の有用性に関して解説する。

心臓MRIによる
心筋ストレイン評価

　心筋ストレインは，心筋セグメントの
初期長（L0，拡張末期）から最大長（L，
収縮末期）までの変形の割合である。心
筋が変形するさまざまな方向に従って，
長軸方向（longitudinal strain），円周

方向（circumferential strain），短軸方
向（radial strain）のストレインを計算
することができる。longitudinal strain
は，基部から頂点までの縦方向の短縮
を表し，負の値で表される。circumfer-
ential strainは，短軸像にて円周方向に
沿った心筋線維の短縮を表し，負の値
で表される。radial strainは，心内腔の
中心に向かう放射状の心筋の変形であ
り，正の値で表される（図1）。これまで，
MRIにおけるストレインには多数の評価

〈0913-8919/21/￥300/ 論文 /JCOPY〉

1． MRIの技術革新が広げる循環器画像診断の可能性

1）  Feature tracking法による
心筋ストレイン解析
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